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序 論
高齢者人口の増加や国民の医療に対する期待の拡
がり等から，第七次看護職員需給見通しに関する検
討会1）によると，今後も看護職員は需要数が供給数
を上回ると報告している。さらに看護職員確保対策
として養成の促進を挙げ，新卒就業者数は漸増の見
込であると報告している。しかし，18歳人口の減少
から看護師養成所では社会人経験のある学生（以後
社会人学生と略記）の入学者数が増えており，3年
課程看護専修学校においては，入学者のうち2～3
割が社会人学生で占めている現状である。看護教育
の内容と方法に関する検討会2）は，学習状況や生活
体験など様々な面で学生間の差が広がっているた
め，学生個々に合わせた教育の難しさが看護師養成
所の課題であると報告している。
Malcom S.Knowles3）は，成人学習者の特性とし
て，自己概念は自己決定的な人間であること，経験
が学習の資源になること，学習レディネスは社会的
役割の発達課題に向けられることなどがあると述べ
ている。前田4）や小濱5）の報告によると，成人学
習者である看護専修学校の社会人学生は，学習目的
を明確にもち，経験を学習に活かしながら熱心に学
習する傾向をもつが，一般学生と同様の教育方法で
は授業に対する満足が得られないと述べている。筆
者ら6）は，3年課程看護専修学校の社会人学生と教
員に半構成的面接を行い，社会人学生がもつ学習支
援のニーズと教員が学習指導上で気をつけているこ
との認識について分析を試みた。その結果，社会人
学生がもつ学習支援のニーズについての認識は，「学
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業と私生活維持の調整が必要である」，「看護基礎教
育について改善要望を持っている」等であった。教
員が指導上で気をつけていることの認識は，「社会
人経験が学習にプラスにもマイナスにもなることに
配慮する」，「学業と私生活維持の調整への配慮をす
る」等であった。しかし，以上の結果は社会人学生
及び教員の回答から抽出したものであるが，社会人
学生のもつ特徴的な認識のみを抽出したものとはい
えない。そこで今回，筆者らが行った面接で得たデー
タを基に学習および学習支援に関する質問紙を作成
し，3年課程看護専修学校生にアンケートを行い，
社会人学生と一般学生の結果を比較することで，社
会人学生の学習及び学習支援に対する認識の特徴を
明らかにしたい。
研究目的
3年課程看護専修学校生に学習および学習支援に
関する認識についてアンケートを行い，社会人学生
と一般学生の結果を比較することで，社会人学生の
認識の特徴を明らかにする。
用語の定義
1．社会人学生
社会人学生とは，3年課程看護専修学校（全日制）
の入学までに社会人経験がある学生をいう。社会人
経験とは，正規雇用・非正規雇用を問わず就業した
経験がある場合をいう。但し，学生アルバイトは就
業した経験に含まない。
2．一般学生
一般学生とは，3年課程看護専修学校（全日制）
の入学までに社会人経験がない学生をいう。
3．学習支援
講義・看護技術演習・看護研究・臨地実習におい
て学生の学習活動がスムーズに展開するように助け
る教員の活動をいう。
研究方法
1．調査対象者
全国の3年課程看護専修学校（全日制）の3年次
に在籍している看護学生
調査対象となる看護専修学校（全日制）は，「看
護学校便覧2012」7）に掲載され3年次生が在籍して
いる全国の3年課程看護専修学校（全日制）の全て
の中から，無作為に選択した200校のうち，同意が
得られた45校の看護学生。
2．データ収集方法
全国の3年課程看護専修学校（全日制）から無作
為に抽出した200校に，事前に郵送で調査への協力
を依頼した。その結果，協力に合意の得られた学校
に質問紙を送り調査を依頼した。質問紙は無記名で
回答して貰い，個別に封筒に入れたものを各自が郵
送する方法で回収した。データ収集期間は2013年9
月～12月である。
3．調査内容
調査内容の項目は，調査対象者の基本属性と学習
及び学習支援に対する認識である。
1）基本属性について
性別・年齢・学歴・入学動機等である。
2）学習及び学習支援に対する認識について
質問内容は，学習意欲・基本的学力・私生活・講
義・看護技術演習・看護研究・臨地実習・臨地実習
指導等である。
3）質問項目の作成
筆者ら6）は，2012年度に社会人学生（8人）及び社
会人学生を指導した経験のある教員（7人）に，社会
人学生がもつ学習支援のニーズと教員が学習指導上
で気をつけていることについて，半構成的面接を行
ない逐語録の記述内容を帰納的に分類し，社会人学
生と教員の学習及び学習支援に対する認識の傾向を
分析した。今回の学習及び学習支援に対する認識の
質問項目は，その結果をもとに作成した。4段階の
リッカート尺度で「まったくそう思う」から「まったく
そう思わない」まで順番に4点から1点の配点とした。
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4．分析方法
1）学習および学習支援に対する認識の具体的な質
問項目について，社会人学生と一般学生の得点の平
均値を比較する。
2）群間の質問項目の得点の比較にはMann−Whit-
neyの U検定を用いる。
5．倫理的配慮
本研究のアンケートについては，平成25年9月，
四国大学研究倫理審査専門委員会の承認を得た。
調査対象の学校への説明は，調査の目的，方法・
期間，調査協力への自由意思及び拒否権，個人情報
保護の方法（質問紙の保管と廃棄方法・データの管
理），データ収集方法（協力依頼内容・アンケート
内容・所要時間・質問紙の回収方法），調査中・終
了後の調査に対する不備・疑問等の対応，研究結果
の公表と調査対象者の秘密保持について書面で説明
し，同意が得られた場合のみ調査対象校とした。同
意はいつでも撤回できそれにより不利益を受けるこ
とはないことも併せて説明した。
質問紙に記入する学生に対しても調査対象の学校
への説明と同様の内容を書面で説明し，協力に合意
した学生のみが解答することとした。質問紙の記
入・返送をもって同意が得られたとみなすため，同
意書はとらなかった。
以上のようにして，組織・個人の自己決定の権利
を保障するように努めた。さらに，無記名による質
問紙の回収によるデータ分析を通して対象者の匿名
性を保障した。
結 果
調査依頼は全国の3年課程看護専修学校（全日
制）200校に行い，そのうち45校から調査協力の承
諾が得られた。承諾の得られた学校に質問紙を配布
し，回収された質問紙は学生全体で783部（回収率
44．87％）であり，内訳は社会人学生220部，一般学
生563部であった。このうち回答に不備のあったも
のを除いて，社会人学生197部，一般学生517部を分
析の対象とした。
1．調査対象者の基本属性
社会人学生と一般学生の基本属性を表1に示し
た。
1）社会人学生
社会人学生の性別は女性が160名（81．22％），男
性が37名（18．78％）であった。平均年齢は31．79（SD
5．39）歳であった。最終学歴は，高等学校67名
（34．01％），大学67名（34．01％）と最も多く，専
修学校（専門課程）29名（14．72％），短期大学22名
（11．17％）であった。
入学動機は，自らの意思が172名（87．31％），親・
教員・友人等のすすめが20名（10．15％）であった。
入学動機の理由は，経済的に安定した生活が送れる
が116名（58．88％），看護の仕事に興味があったが
78名（39．59％），就職に困らないが73名（37．06％），
やりがいのある仕事内容が72名（36．55％），人の役
に立つが71名（36．04％），専門的知識技術の習得が
64名（32．49％）であった。
2）一般学生
一般学生の性別は女性が462名（89．36％），男性
が53名（10．25％）であった。平均年齢は20．86（SD
1．30）歳であった。最終学歴は，高等学校430名
（83．17％），専修学校（専門課程）63名（12．19％）
であった。入学動機は，自らの意思が338名
（65．38％），親・教員・友人等のすすめが162名
（31．33％）であった。入学動機の理由は，経済的
に安定した生活送れるが246名（47．58％），看護の
仕事に興味があったが214名（41．39％），就職に困
らないが196名（37．91％），人の役に立つが195名
（37．72％），子どもの頃からの夢が147名（28．43％），
やりがいのある仕事内容137名（26．50％）であった。
2．社会人学生と一般学生の学習および学習支援に
対する認識の平均値の比較
学習および学習支援に対する認識について，社会
人学生と一般学生の平均値を表2に示した。40の質
問項目のうち12の質問項目の平均値に有意な差があ
った。
1）学習意欲
「クラスの中で学習に対する目的意識は高いほう
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だ」は，社会人学生は2．91（SD0．83）で一般学生
が2．39（SD0．71）であり，社会人学生が一般学生
より有意に高かった（P＜0．01）。「クラスの中で真
面目に熱心に学習するほうだ」は，社会人学生は2．79
（SD0．85）で一般学生が2．33（SD0．77）であり，
社会人学生が一般学生より有意に高かった（P＜
0．01）。
2）基本的学力
「クラスの中で成績は良い方だ」は，社会人学生
は2．65（SD0．91）で一般学生が1．94（SD0．78）で
あり，社会人学生が一般学生より有意に高かった（P
＜0．01）。「クラスの中で研究をする能力は高いほう
だ」は，社会人学生は2．14（SD0．79）で一般学生
が1．75（SD0．65）であり，社会人学生が一般学生
項 目
社会人学生 n：197 一般学生 n：517
単位：人 単位：％ 単位：人 単位：％
性
別
女性 160 81．22 462 89．36
男性 37 18．78 53 10．25
無回答 0 0．00 2 0．39
平均年齢（単位：歳） 31．79（SD5．39） 20．86（SD1．30）
最
終
学
歴
高等学校 67 34．01 430 83．17
大学 67 34．01 13 2．51
専修学校（専門課程） 29 14．72 63 12．19
短期大学 22 11．17 10 1．93
高等専門学校 3 1．52 0 0．00
大学院 3 1．52 0 0．00
その他 5 2．54 0 0．00
入
学
動
機
自らの意思 172 87．31 338 65．38
親・教員・友人等のすすめ 20 10．15 162 31．33
その他 3 1．52 12 2．32
無回答 2 1．02 5 0．97
入
学
動
機
の
理
由
（
複
数
回
答
）
経済的に安定した生活が送れる 116 58．88 246 47．58
看護の仕事に興味があった 78 39．59 214 41．39
就職に困らない 73 37．06 196 37．91
やりがいのある仕事内容 72 36．55 137 26．50
人の役に立つ 71 36．04 195 37．72
専門的知識技術の習得 64 32．49 72 13．93
自分なりの生き方をつかむ 63 31．98 30 5．80
学費が安い 36 18．27 146 28．24
社会で活躍しやすい 34 17．26 70 13．54
学んだことが将来役にたつ 34 17．26 64 12．38
自分に適している 19 9．64 29 5．61
出会った看護師にあこがれて 17 8．63 40 7．74
子どもの頃からの夢 12 6．09 147 28．43
大学に入りにくい 3 1．52 12 2．32
なんとなく 1 0．51 13 2．51
その他 9 4．57 13 2．51
表1 基本属性（社会人学生と一般学生）
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⑴ 学習意欲
社会人学生
平均値（SD）
n：197
平均値
の高低
一般学生
平均値（SD）
n：517
Mann−
Whitneyの
U検定
1 クラスの中で学習に対する目的意識は高いほうだ 2．91（0．83） ＞
2．39
（0．71） ＊＊
2 クラスの中で真面目に熱心に学習するほうだ 2．79（0．85） ＞
2．33
（0．77） ＊＊
3 教員と積極的に関わっているほうだ 2．41（0．87）
2．42
（0．79） n.s.
⑵ 基本的学力
4 クラスの中で成績は良いほうだ 2．65（0．91） ＞
1．94
（0．78） ＊＊
5 クラスの中で研究をする能力は高いほうだ 2．14（0．79） ＞
1．75
（0．65） ＊＊
6 クラスの中で文章力は高いほうだ 2．15（0．87） ＞
1．89
（0．77） ＊＊
7 クラスの中で知識レベルは高いほうだ 2．54（0．87） ＞
1．91
（0．73） ＊＊
8 全く初めての知識や技術を受け入れる柔軟性はあるほうだ
2．85
（0．78） ＞
2．45
（0．77） ＊＊
⑶ 私生活
9 学業以外に私生活で果たさなければならない役割があり，学業と私生活の調整が必要だ
3．14
（0．96） ＞
2．78
（0．88） ＊＊
10 勉強を中心に時間を調整している 2．63（0．88） ＞
2．18
（0．74） ＊＊
11 時間を効率的に活用して学習する必要がある 3．50（0．59）
3．42
（0．68） n.s.
12 臨地実習中も経済的な自立のためのアルバイト等を行う必要がある
2．23
（0．89）
2．12
（0．83） n.s.
13 経済的な自立と実習の両立には難しさがある 3．26（0．80）
3．22
（0．84） n.s.
⑷ 講義
14 科目間で講義内容が重複している 2．61（0．75） ＜
2．75
（0．68） ＊
15 科目間で講義内容が重複しているのは無駄である 2．07（0．84）
2．09
（0．80） n.s.
16 講義の内容は解りやすい 2．63（0．68）
2．59
（0．66） n.s.
17 講義時間数は講義内容を理解するために適切な時間数だ
2．50
（0．82）
2．62
（0．72） n.s.
18 講義は資料や教具などの教材を効果的に活用している
2．51
（0．72）
2．61
（0．69） n.s.
⑸ 看護技術演習
19 看護技術演習は，技術の根拠や目的を明らかにすることに重点をおいて学習したい
3．23
（0．62）
3．26
（0．59） n.s.
20 看護技術演習は，実習場で行われている看護技術の方法に重点をおいて学習したい
3．21
（0．76）
3．30
（0．46） n.s.
21 看護技術演習は，就職時の即戦力につながる内容に重点をおいて学習したい
3．37
（0．71）
3．34
（0．61） n.s.
22 看護技術演習で効果的な学習ができている 2．69（0．70） ＜
2．84
（0．69） ＊
表2－① 社会人学生と一般学生の学習および学習支援に対する認識の比較
＊ : P＜0．05 ＊＊：P＜0．01 n.s. : not significant
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より有意に高かった（P＜0．01）。「クラスの中で文
章力は高いほうだ」は，社会人学生は2．15（SD0．87）
で一般学生が1．89（SD0．77）であり，社会人学生
が一般学生より有意に高かった（P＜0．01）。「クラ
スの中で知識レベルは高いほうだ」は，社会人学生
は2．54（SD0．87）で一般学生が1．91（SD0．73）で
あり，社会人学生が一般学生より有意に高かった（P
＜0．01）。「全く初めての知識や技術を受け入れる柔
軟性はあるほうだ」は，社会人学生は2．85（SD0．78）
で一般学生が2．45（SD0．77）であり，社会人学生
が一般学生より有意に高かった（P＜0．01）。
3）私生活
「学業以外に私生活で果たさなければならない役
割があり，学業と私生活の調整が必要だ」は，社会
⑹ 看護研究
社会人学生
平均値（SD）
n：197
平均値
の高低
一般学生
平均値（SD）
n：517
Mann−
Whitneyの
U検定
23 看護研究に必要な文献や資料が手軽に手に入る 2．09（0．74）
2．09
（0．76） n.s.
24 看護研究は，スケジュールに余裕を持って取り組めている
1．92
（0．80）
2．02
（0．74） n.s.
25 看護研究は，学生が主体的にすすめている 2．44（0．80）
2．53
（0．78） n.s.
26 看護研究の概要を理解している 2．41（0．75）
2．46
（0．69） n.s.
27 看護研究について，教員間で統一した指導を受けている
2．07
（0．79）
2．13
（0．78） n.s.
28 看護研究について，具体的に詳しく指導を受けている
2．49
（0．81）
2．62
（0．81） n.s.
⑺ 臨地実習
29 臨地実習時間内に，効率的に学習をしたい 3．53（0．58）
3．45
（0．62） n.s.
30 臨地実習後の指導は，時間的に遅くならないようにしてもらいたい
3．47
（0．68）
3．41
（0．72） n.s.
31 教員の指導は，実習場所で十分に受けたい 3．43（0．66）
3．39
（0．66） n.s.
32 患者さんや看護師さんとうまくコミュニケーションがとれている
2．97
（0．67）
2．90
（0．63） n.s.
33 臨地実習で誰にも相談できずに，自己判断で行動してしまうことがよくある
2．03
（0．73）
2．09
（0．80） n.s.
34
患者さんとうまくコミュニケーションがとれてい
ることだけで，よい看護ができていると判断する
ことがよくある
2．03
（0．75） ＜
2．17
（0．73） ＊
35 臨地実習に必要な文献は手軽に手に入る 2．33（0．77）
2．44
（0．76） n.s.
36 臨地実習は，熱心に取り組んでいる 3．24（0．66）
3．16
（0．68） n.s.
37 臨地実習は，効果的な学習ができている 2．88（0．75）
2．95
（0．72） n.s.
⑻ 臨地実習指導
38 実習指導方針は，教員や指導者間で統一されている
1．92
（0．77）
2．03
（0．80） n.s.
39 過度に緊張させないような教員の配慮のもと，実習指導を受けている
2．42
（0．87）
2．44
（0．84） n.s.
40 臨地実習について，納得できる実習評価をうけている
2．84
（0．74）
2．85
（0．67） n.s.
表2－② 社会人学生と一般学生の学習および学習支援に対する認識の比較
＊ : P＜0．05 ＊＊：P＜0．01 n.s. : not significant
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人学生は3．14（SD0．96）で一般学生が2．78（SD
0．88）であり，社会人学生が一般学生より有意に高
かった（P＜0．01）。「勉強を中心に時間を調整して
いる」は，社会人学生は2．63（SD0．88）で一般学
生が2．18（SD0．74）であり，社会人学生が一般学
生より有意に高かった（P＜0．01）。
4）講義
「科目間で講義内容が重複している」は，社会人
学生は2．61（SD0．75）で一般学生が2．75（SD0．68）
であり，一般学生が社会人学生より有意に高かった
（P＜0．05）。
5）看護技術演習
「看護技術演習で効果的な学習ができている」は，
社会人学生は2．69（SD0．70）で一般学生が2．84（SD
0．69）であり，一般学生が社会人学生より有意に高
かった（P＜0．05）。
6）臨地実習
「患者さんとうまくコミュニケーションがとれて
いることだけで，よい看護ができていると判断する
ことがよくある」は，社会人学生は2．03（SD0．75）
で一般学生が2．17（SD0．73）であり，一般学生が
社会人学生より有意に高かった（P＜0．05）。
その他の質問項目については，社会人学生と一般
学生の間に有意な差は見られなかった。
考 察
社会人学生の最終学歴は，一般学生に比べて大
学・短期大学卒の比率が高く，入学した時から一般
学生より基本的学力は高いことが推測できる。入学
動機は自らの意思と答えた学生が多い。平均年齢が
31．79歳である社会人学生は，就業経験もあり，成
人期の社会的役割を引き受けていたものが多い。渡
邊8）は，成人は内的要因で学習を動機づけられ，学
習において自己決定性を志向する存在であると述べ
ている。看護専修学校への入学も内的要因で動機づ
けられて自らの意思で決定した学生が多いと考えら
れる。入学動機の理由の中で，専門的知識技術の習
得と答えた社会人学生の比率が一般学生に比べて高
い。小池ら9）は社会人学生が意識している学習参加
の目的は職業に関する知識・技能の向上であったと
報告している。今回の調査でも専門的知識技術を習
得したいという目的思考をもつ社会人学生の学習の
特徴が確認できた。
社会人学生は，学習意欲や基本的学力について一
般学生より高く認識していた。つまり，学習意欲は，
学習に対する目的意識・真面目に熱心に学習するこ
とについて，一般学生より高く認識していた。基本
的学力は，成績・知識レベル・研究をする力・文章
力ついて，一般学生より高く認識していた。小濱10）
は，教育者自身が社会人学生の目的意識の高さを感
じていると報告している。成田ら11）は，社会人学生
が学業成績の目標としてトップクラスを目指し熱心
に学習していること報告している。社会人学生の学
習意欲が高いという認識は，一般的な評価であると
考えられる。また，社会人学生は新しい知識技術を
受け入れる柔軟性についても一般学生より高く認識
していた。渡邊12）が，成人は蓄積された経験と関係
づける形で今学んでいることを理解していくため，
一つ一つの事象を実感として深く理解することがで
きると述べている。社会人学生は，この深く理解で
きる実感から初めて学ぶ知識や技術を受け入れる柔
軟性が高いと認識していることが推測できる。
私生活では，学業と私生活の調整が必要であり，
しかも勉強を中心に時間を調整することについて，
一般学生より強く認識していた。Havighurst13）は，
今回の調査対象の社会人学生の平均年齢31．79歳に
該当する発達課題として，大人としての市民的・社
会的責任を達成すること，一定の経済的生活水準を
築き，それを維持することなどを上げている。前田14）
は社会人学生の学校生活で感じるストレスとして家
事等と学業の両立があると報告している。星野ら15）
は看護系社会人大学院生の学習上の克服課題として
学習継続のための生活スタイルの再構築の必要性を
上げている。今回の調査対象の社会人学生も，私生
活での役割と学業の両立を果たすことに努力してい
ることが窺えた。
看護技術演習では，実習場で行われている看護技
術の方法や就職時の即戦力につながる内容に重点を
おいて学習したいという質問項目の平均値は高得点
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であったが，一般学生の平均値との間に差はなかっ
た。渡邊16）は，成人学習者はすぐに使えるような実
用的な知識・技能を身につけたいという強い動機を
もつと述べている。しかし，今回の調査では一般学
生と変わらないという結果であり，近未来の目的思
考的学習姿勢をもつという成人学習者の特徴的側面
を社会人学生固有のものとして確認することはでき
なかった。
臨地実習では，臨地実習時間内に効率的に学習し
たい，臨地実習後の指導は時間的に遅くならないよ
うにして貰いたい，教員の指導は実習場所で十分に
受けたいという質問項目の平均値は高得点ではあっ
たが，一般学生の平均値との間に差はなかった。高
得点になったのは，社会人学生の背景からくる私生
活での役割と学業との両立以外の一般学生にも共通
した要因が考えられる。看護教育の内容と方法に関
する検討会17）は看護師教育の現状と課題の中で，看
護師等養成所の運営に関する指導要領では，実践の
場で学習を行う場合のみ臨地実習とみなすため，学
生は，臨地実習終了後に文献を調べたり実習記録を
まとめている状況があると報告している。つまり，
実習体験の振り返り等は実習時間以外の時間で実施
しており，時間外の学習及び学習支援に多くの時間
を費やすことになり，学生教員共に余裕が無い状況
がある。カリキュラムの過密さに起因した学生の余
裕のない現状が，社会人学生及び一般学生共に高得
点になっている要因であると考える。
渡邊18）は，成人学習者が学習の前提として，自己
概念の自己決定性，経験を学習のリソースにする，
学習レディネスには発達課題が密接に関わる，問題
解決中心的な学習の導入，内的要因が学習への動機
づけになるという特徴があると述べている。今回の
社会人学生と一般学生の学習及び学習支援に対する
認識を比較した結果，これらの前提のうち，内的要
因が学習への動機づけになるという特徴が社会人学
生の認識の特徴として存在することが窺えた。江頭
ら19）は，アンドラゴジー論の仮説に即して看護専修
学校の社会人学生と一般学生の授業観の差を検証し
たところ，大きな差は確認できなかったが，社会人
学生は，一般学生とはやや異なる姿勢も示しアンビ
ヴァレンツな特性も存在すると報告している。
講義・看護研究・臨地実習及び臨地実習指導に対
する認識は一般学生と差がみられないことから，社
会人学生には，多様な背景に関連する学習意欲・基
本的学力・私生活や成人学習者としてもつ学習の前
提に配慮した学習支援が必要であることが明らかに
なった。
今後の課題として，社会人学生の学習および学習
支援に対する認識について，社会人学生と教員の差
を確認し，学習支援のあり方を考える必要がある。
結 論
3年課程看護専修学校の社会人学生の学習及び学
習支援に対する認識の特徴は以下のとおりである。
1．社会人学生は，学習意欲や基本的学力を一般学
生より高く認識していた。
2．社会人学生は，学業と私生活の調整が必要であ
ること，勉強を中心に時間調整をする必要がある
ことについて，一般学生より強く認識していた。
3．社会人学生と一般学生の間で，講義・看護技術
演習・看護研究・臨地実習・臨地実習指導では認
識の差はなかった。
4．社会人学生は，アンドラゴジー論による成人学
習者の学習の前提である内的要因が学習を動機づ
けるという特徴をもつことが示唆された。
以上のことから，社会人学生には多様な背景に関
連する学習意欲・基本的学力・私生活・社会人学生
としてもつ学習の前提に配慮した学習支援を行うこ
とが必要である。
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抄 録
社会人学生の学習および学習支援に対する認識の特徴を明らかにするために，3年課程看護専修
学校生に，学習意欲・基本的学力・私生活・講義・看護技術演習・看護研究・臨地実習等に関する
アンケートを行い，社会人学生（197人）と一般学生（517人）の結果を比較した。
社会人学生は，一般学生より学習意欲や基本的学力も高いと認識し，私生活では学業を中心に時
間調整をする必要があることを一般学生より強く認識していた。社会人学生と一般学生の間で講
義・看護技術演習・看護研究・臨地実習等では顕著な認識の差はなかった。社会人学生は，アンド
ラゴジー論による成人学習者の学習の5つの前提のうち，内的要因が学習を動機づけるという1つ
の特徴をもつことが伺えた。社会人学生には多様な背景に関連する学習意欲・基本的学力・私生活
に配慮した学習支援が必要であることが示唆された。
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